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『
し距．．

　　　 嘉南大 釧 の 用水 を參考の 爲め列記 したの で あ る が これに 較ぺ る と圃形分ta2．5〜 3悋で CaO ，

　　 MgO 及び、SO3 に富んで居 り可成多量の 二價鹽基が滑繊 され て は居 る ．此靂で海蟹籥二L壌粛
t ’ −2 暦の 石茯結塊に 就て 考療して み ると次の 様で あ る．當地 の 土 壌で 石次結塊の 形成集積す る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　 土 壌は 一 般に粘質で滲澄 性を欲 く挙地 に 分布 し着天 田七壌 ， 本土 壌 の 如 きは其の 標式朗な も

　、
9？で ある ．荷次結欅の 成分並びに生域 に獣て は佐伯氏等（5）の 報告が あ る．要す る に 本土壌畏

　　 暦職 騨酸に て 著し く發泡 しtc酸祓 の 存在す る駄 驟 逖 た勘 で ある．炭酸砿 は純 e

　　
’
水に 嫁極めて 溶解度は低）、が炭酸瓦斯 を含む水 に は溶 け易 く重炭酸石次を生 じ家の 化學式に

 
　　て 示 され る 、

　 　 　 　 　 　 　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遭

　　　
・
　　　　　　　　　　　　　C ＆CO3 十 CQ2 十 H 里0 隔 Ca （HCO3 ）2

　　　 斯様 に 新 しい枕積土 申の 炭酸石次の 或る もの は 亜炭酸石衣 と成 り2暦 3暦 を下 り4居 の 地

　　　下水 と合し一部は殘留し他は排水 とな り流亡す る．斯 く殘 留 し海石次鹽は水稻牧穫後畑地化 ．

　　　の 期聞に …餅田管水 と共に 上昇す る が 不安定な爲め茨酸瓦斯の 少 い 地 表近 くの 空氛 に 觸れ ると
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　　　形成す る に 至 る の で ある
． 豊田土壌の如 く砂土 乃至砂壌土 で耕水 可 良の 所では殆ん ど全部が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ

　　　流亡す る爲め炭酸肩荻 の 二次的集積の起 らな い の は當然で ある ．　
’

， 　　　　　　　　
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ズ

　　　囘 の 沈澱土量が 多い 事 と結驫石次岩の 粗粒 を含む事及び 土 壌そ の もの が海聾崙の 如 く微生物

　　　的 に も作物的に も漕1生で な い 爲 め炭酸瓦 斯 の 發生 亀鴬く従つ て 炭酸石久の 溶出が 困難葱 もの
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　　　　　　　　　成　績　の 　要　約　　　　　　　　　　 ・

　　　　河川泥土 の 冲積地 とし て 員林郡海豐崙の 濁水溪に よる 粘抜 岩 の 沈積上 と花蓮心蟹田の 知盟

　　　干溪の 石荻岩の 沈積 土 の 二種 に 就 て 土居別に 主 と して 化墾成分的な 調杏 を行つ 充轍告で あ る。

　　　　（1） 海璽崙土壌鳳各層 を通 じて 埴至 で あ り第 2居 に 石灰結塊 の 集秘が あ ｝）　3　te，
4暦 はグ

　　　ラ冒 層に 相當 し 地 下水 型 土壌で あ る 。豐 田
一L 壌 の 暦位は認 あ 得 な い が 砂 h，砂壌土 の 互 層か

　　　らな り暦理の 判然とした冲秋七で ある．

　　　　（2） pH は侮れ も 7i蠢の 微 ア ル カ リ世で 全窒素は海野崙な O．】〜 O，2％に 逹 し本島と して は

　　　多 い 方 で あ る が 豐田は（）．03％内外 で 貧弱で ある．
　　　　　　　　　　 ±
　　　　（3） 熱鹽酸可儕成分は

一般に 多 い が特に 豐 田土 戮は 七 性 の 紐 い 触程个 酬 誉量が 多 く一t＃と

　　　して こ れ は炭酸石次か ら域る ．凱 礬比 か らす る と灘豐崙に は ビーデ ラ イ ト， 塑 田 に は ビーデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　 ラ イ ト叉は モ ン モ リ ロ ナ イ トの 存在が推察さ価 る．
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